
 

 

長
谷
部
区
政
の
重
大
問
題
は
、

物
価
高
騰
で
困
っ
て
い
る
区
民

へ
の
直
接
支
援
に
背
を
向
け
て

い
る
こ
と
に
加
え
て
、
住
民
の

声
を
無
視
し
た
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン

の
区
政
運
営
に
あ
り
ま
す
。
第

１
回
定
例
会
で
私
は
、
玉
川
上

水
旧
水
路
緑
道
整
備
問
題
と
幡

ヶ
谷
２
丁
目
の
オ
リ
ン
パ
ス
跡

地
再
開
発
問
題
に
つ
い
て
、
区

長
の
姿
勢
を
質
し
ま
し
た
。 

今
号
で
は
、
私
の
代
表
質
問

の
「住
民
が
主
人
公
の
ま
ち
づ
く

り
に
つ
い
て
」
と
区
長
答
弁
を
ご

紹
介
し
ま
す
。(

要
旨) 

 

 

⑴
玉
川
上
水
旧
水
路
緑
道
整
備

計
画
の
抜
本
的
見
直
し 

玉
川
上
水
旧
水
路
緑
道
再
整

備
計
画
は
、
巨
額
の
税
金
を
投

じ
、
園
路
舗
装
材
は
一
般
的
素

材
の
17
倍
、
ベ
ン
チ
は
１
基
３

０
０
万
円
な
ど
高
額
な
テ
ラ
ゾ

材
の
使
用
す
る
税
金
の
無
駄
遣

い
や
近
隣
住
民
の
多
く
が
反
対

し
て
い
る
農
園
整
備
な
ど
、
多

く
の
声
を
無
視
し
て
進
め
ら
れ

て
い
ま
す
。 

 

日
本
イ
コ
モ
ス
の
「
江
戸
・

東
京
４
０
０
年
の
文
化
遺
産
で

あ
る
「
玉
川
上
水
」
の
歴
史
と

文
化
の
保
全
と
継
承
に
向
け
た

提
言
」
に
対
し
て
、
区
長
は
「
ご

意
見
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
事

業
を
推
進
」
と
答
え
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
が
、
驚
く
こ
と
に
今
定

例
会
に
、
大
山
緑
道
と
西
原
緑

道
の
２
件
の
工
事
契
約
が
、
こ

れ
ま
で
同
様
の
工
事
内
容
で
提

案
さ
れ
て
い
ま
す
。
イ
コ
モ
ス

の
提
言
を
「
大
切
に
す
る
」
の

で
あ
れ
ば
、
こ
の
議
案
は
撤
回

し
て
、
専
門
家
、
住
民
の
意
見

を
聞
く
べ
き
で
す
。 

提
言
は
、
生
物
多
様
性
国
家

戦
略
に
準
拠
し
た
「
武
蔵
野
の

杜
再
生
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
等
を
つ

く
り
、
持
続
可
能
な
都
市
林
の

形
成
を
勧
め
て
い
ま
す
。
区
長

は
、「
こ
れ
ま
で
以
上
に
み
ど
り

豊
か
」
に
す
る
と
回
答
し
て
い

ま
す
が
、
笹
塚
緑
道
に
フ
ェ
ニ

ッ
ク
ス
を
植
え
た
り
、
低
木
や

地
被
類
を
す
べ
て
除
却
す
る

や
り
方
は
、
既
存
の
生
態
系
の

破
壊
で
あ
り
、
武
蔵
野
の
杜
の

再
生
に
逆
行
す
る
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
か
。 

ま
た
「
清
流
の
復
活
」
に
つ

い
て
、
「
柔
軟
に
対
応
で
き
る

よ
う
検
討
す
る
」
と
回
答
し
て

い
ま
す
が
、
今
後
ど
の
よ
う
に

検
討
を
進
め
る
の
で
す
か
。
さ

ら
に
「
既
存
樹
木
の
保
全
と
回

復
」
に
関
し
て
、
専
門
家
は
、

テ
ラ
ゾ
材
は
「
樹
木
へ
の
負
荷

が
大
き
い
」
と
指
摘
し
て
い
ま

す
。
ま
た
清
流
復
活
の
再
整
備

と
な
れ
ば
高
額
な
テ
ラ
ゾ
材

を
使
う
こ
と
は
税
金
の
無
駄

遣
い
で
す
。
テ
ラ
ゾ
材
の
使
用

は
や
め
る
べ
き
で
す
。
以
上
４

点
伺
い
ま
す
。 

イ
コ
モ
ス
は
、
「
緑
道
が
地

域
住
民
に
愛
さ
れ
る
か
ど
う
か

は
、
地
域
の
人
た
ち
と
丁
寧
な

協
議
を
行
い
、
納
得
で
き
る
よ

う
な
プ
ロ
セ
ス
を
踏
ん
で
い
く

こ
と
が
何
よ
り
大
切
」
と
指
摘

し
て
い
ま
す
。
わ
が
党
区
議
団

の
沿
道
住
民
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト

で
は
、
８
割
が
計
画
に
反
対
し

て
い
ま
す
。
玉
川
上
水
旧
水
路

緑
道
再
整
備
計
画
は
、
イ
コ
モ

ス
の
提
言
を
生
か
し
、
白
紙
に

戻
す
べ
き
で
す
。
区
長
に
伺
い

ま
す
。 

長
谷
部
区
長
答
弁 

日
本
イ
コ

モ
ス
か
ら
の
提
言
に
つ
い
て
は
、

複
数
の
専
門
家
か
ら
御
助
言
を

い
た
だ
き

な
が
ら
柔

軟
に
対
応

し
て
い
ま

す
の
で
、

契
約
を
撤

回
す
る
考
え
も
、
事
業
を
白
紙

に
戻
す
考
え
も
あ
り
ま
せ
ん
。 

 

⑵
幡
ヶ
谷
２
丁
目
・
オ
リ
ン
パ
ス

跡
地
再
開
発
に
つ
い
て 

三
井
不
動
産
レ
ジ
デ
ン
シ
ャ

ル
が
幡
ヶ
谷
２
丁
目
の
オ
リ
ン

パ
ス
本
社
跡
地
に
、
地
上
45
ｍ

４
３
０
戸
、
駐
車
場
１
１
０
台

を
備
え
る
高
層
分
譲
マ
ン
シ
ョ

ン
計
画
と
７
号
通
り
公
園
の
移

設
に
つ
い
て
、
住
民
か
ら
、「
自

宅
が
日
陰
に
な
る
」
、
「
風
害
が

ひ
ど
く
な
る
」
、
「
学
校
が
あ
ふ

れ
る
」
、
「
幡
ヶ
谷
駅
の
利
用
者

が
増
え
て
ホ
ー
ム
が
危
険
」
な

ど
、
不
安
は
広
が
る
ば
か
り
で

す
。
と
こ
ろ
が
、
未
だ
に
住
民

へ
の
説
明
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

区
長
は
、
三
井
不
動
産
レ
ジ

デ
ン
シ
ャ
ル
に
、
住
民
説
明
会

を
開
く
よ
う
求
め
て
い
る
の
で

す
か
。
開
催
を
求
め
る
べ
き
で

す
。
区
長
に
伺
い
ま
す
。 

ま
た
渋
谷
区
は
、
マ
ン
シ
ョ

ン
駐
車
場
の
出
入
口
を
つ
く
る

た
め
に
、
水
道
道
路
と
の
間
の

区
立
７
号
通
り
公
園
を
西
側
に

移
設
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。 

 
 

７
号
通
り
公
園
は
、
住
民
が

毎
朝
ラ
ジ
オ
体
操
で
使
い
、
地

域
の
様
々
な
行
事
に
も
使
わ
れ

る
な
ど
、
か
け
が
え
の
な
い
憩

い
の
場
で
す
。
水
道
道
路
の
歩

道
を
分
断
し
て
出
入
口
を
つ
く

れ
ば
、
交
通
安
全
上
の
危
険
が

増
大
し
ま
す
。
区
は
、
こ
の
駐 

第
１
回
区
議
会
定
例
会
・
田
中
ま
さ
や
幹
事
長
の
代
表
質
問
よ
り
⑥ 

玉
川
上
水
緑
道
整
備
・
オ
リ
ン
パ
ス
跡
地
再
開
発
、
住
民
の
声
を
聞
く
べ
き 
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車
場
の
出
入
口
を
、
１
日
最
大
何
台
通
過
す
る
と

想
定
し
て
い
る
の
か
、
警
察
は
交
通
安
全
に
対
し

て
ど
ん
な
意
見
を
言
っ
て
い
る
の
。 

同
じ
水
道
道
路
に
面
し
た
幡
ヶ
谷
社
教
館
と

隣
接
す
る
都
営
住
宅
跡
地
の
開
発
で
は
、
一
体
開

発
す
る
こ
と
で
都
営
跡
地
の
地
価
は
56
％
上
昇

す
る
と
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
出
入
口
を
水
道
道

路
側
に
付
け
る
こ
と
で
マ
ン
シ
ョ
ン
の
資
産
価

値
は
ど
れ
だ
け
上
が
る
の
か
、
伺
い
ま
す
。 

住
民
や
地
元
町
会
な
ど
か
ら
、
三
井
不
動
産
レ

ジ
デ
ン
シ
ャ
ル
の
便
宜
の
た
め
に
公
園
を
移
設

す
る
こ
と
に
、
強
い
反
対
の
声
が
上
が
っ
て
お

り
、
署
名
運
動
も
始
ま
っ
た
と
聞
い
て
い
ま
す
。

７
号
通
り
公
園
の
移
設
は
中
止
す
べ
き
で
す
。 

区
長
答
弁 

住
民
説
明
会
に
つ
い
て
は
、
引
き
続

き
事
業
者
に
要
請
し
て
い
き
ま
す
。 

 

マ
ン
シ
ョ
ン
駐
車
場
出
入
口
の
１
日
の
最
大
通

過
台
数
に
つ
い
て
は
、
事
業
者
が
周
辺
の
車
や
歩

行
者
の
通
行
量
を
調
査
し
、
交
通
管
理
者
と
協

議
し
た
結
果
、
水
道
道
路
側
に
駐
車
場
出
入
口

を
設
置
す
る
こ
と
は
問
題
な
い
と
の
報
告
を
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。 

 

マ
ン
シ
ョ
ン
の
資
産
価
値
に
つ
い
て
で
す
が
、
本

区
は
把
握
し
て
い
ま
せ
ん
。 

 

７
号
通
り
公
園
の
移
設
に
つ
い
て
は
、
幡
ヶ
谷

ひ
だ
ま
り
公
園
と
の
一
体
的
な
活
用
を
図
る
必

要
が
あ
る
た
め
、
中
止
す
る
考
え
は
あ
り
ま
せ

ん
。
引
き
続
き
、
地
域
の
皆
様
と
対
話
を
重
ね
て

い
き
ま
す
。 

日本イコモスの提言 

江戸・東京 400 年の文化遺産で ある「玉川上水」の歴

史と文化の 保全と継承に向けた提言 

1. 歴史・文化の尊重及び国指定「史跡」との関連を踏ま

えた保全・再生について 

2. 生物多様性と武蔵野の杜について 

3.「清流復活」を見据えた柔軟な設計について 

4. 既存樹林の保全と回復について 

5. 桜の回廊の尊重について 

6. 近代を代表する産業遺産、文化資産との連携について 

 

 


